
濃厚接触者候補者リストの作成及び保護者への連絡について（R4.7.26 作成）  

 

１ 濃厚接触者候補者の確認の方法について     

（１）陽性者本人または保護者に連絡をし、確認が必要な日に接触があった児童生徒を確認す 

る。 

（２）学校生活だけでなく、帰宅後の様子も確認する。特に、普段仲良くしている友達との接触

に注意して確認する。 

例）帰宅後、友達の家に行って、部屋の中で１時間くらいゲームしながら、お菓子を

食べた。 

例）帰宅後、友達と雪遊びをし、1 時間遊んだ。その際、あごマスクでお菓子を食べ

たり、ジュースを飲んだりした。 

例）下校時、その道中マスクをせずに、３０分話ながら帰った。 

   ※ 濃厚接触者候補者リストに、状況が分かるように記載してください。 

（３）児童クラブ、児童館、放課後子ども教室の利用の有無（最終利用日） 

 

濃厚接触者の定義 具体的な場面例 

・感染者と同居または長時間の接触 

があった 

・1 ㍍程度の距離でマスクを着用せ 

ず感染者と 15分以上接触 

・適切な感染防御をせずに診察、看

護、介護した場合 

・感染者の気道分泌液か体液などに

直接触れた可能性が高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□近距離でマスクを外して飲食しながら会話した 

  （学校・放課後・休日） 

□マスクを外して身体接触があった 

（体育・部活動・休憩時間） 

□マスクを外して会話した 

（授業・給食・休み時間・更衣室他） 

□マスクを外しての合唱、リコーダーなど飛沫が飛 

びやすい活動を近距離で行った 

□マスクをしていたが、長時間一緒にいた 

  （自宅・習い事・遊び・車での送迎など） 

□体育での身体接触 

（バスケ、サッカー、柔道、ペア活動） 

□部活 

（密集、激しい運動後、呼吸が乱れた状態での会話） 

□休み時間 

  （昼休みの近距離での会話、冬遊び（トランプ）など

での向かいあって近距離での遊び） 

□歯磨き 

  （給食喫食者と歯磨きしている者の混在） 

□発熱など風邪症状などがあったが接触した 

□換気が不十分な部屋で長時間過ごした 

□座席の前後での陽性者の発生 

  ※座席の前後での陽性判明が多い 

 



２ 濃厚接触者と特定された児童生徒の保護者への連絡 

【保護者への連絡内容】 

  ① 濃厚接触者への連絡の前に、陽性者の保護者に事前に連絡をとり、濃厚接触者に特定し 

た児童生徒に連絡することについて、了解を得ること。  

② 自宅待機に際し、不安解消のためにワクチン・検査パッケージ等無料化事業による検査 

を受けることはできないこと。（感染者と同じ生活をする） 

③ 体調不良を感じたらすぐかかりつけ医もしくは受診・相談センターに相談すること。  

  ④ ５日間の自宅待機中、毎日健康観察を確認し健康状態を学校へ報告すること。 

  ⑤ 自宅待機中者の待機中の生活については、県のホームページを「濃厚接触者の定義に該 

当する方へ」を参照して感染対策をして生活すること。 

※ 学校は５日間の待機終了後、学務課へ報告すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


